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新しいウイノレス病一一一 
1967年の 8月中旬， 3人の発熱患者がドイツの Marburg大学の附属病院に
入院した。患者達は Marburg のあるワクチン製造所で働いており， アフリカ
産のミドリザ、jレに直接接触したことのある人達であった。その後，医師 l名，看
護婦 l名の発症をふくめて 23名の患者の発生が見られ同病院に収容された。同
じ頃に 3名の患者が Frankfurtでも発生し，また Beogradでも同様の患者の
発生が報告された。結局 31名の患者が発生し， 7名が死亡した。 
Marburg大学および Frankfurt大学の附属病院において患者の詳細な臨床
検査が行なわれ，病気が未知のウイ jレス』性疾患であることがまもなく明らかとな
った。患者の特徴としては， 400Cに達する発熱， 皮膚， 粘膜の発疹， リンパ腺
腫脹などがあげられる。本病が“出血熱"とよばれるように，患者は出血性に傾
き，鼻，口，そのほか消化管からの出血が認められる場合が多い。その他，蛋白
尿， SGOT，SGPT値の上昇も注目される所見である。病原ウイノレスの分離は 
Marburg大学衛生学教室の Siegertらによって行なわれた。 Hamburgの熱帯
病研究所の Petersら， London大学の A1meidaらの研究によればウイルスは小
銃弾のような形態をもち，狂犬病ウイ Jレスによって代表される Rhabdo、Vlrusに
一致することが判明した。本ウイルスは， したがって Rhabdovirus simiae， 
あるいは Marburgウイルスとよばれ，病気は Marburgウイルス病とよばれ
ている。
本書は Marburgウイルス病の臨床所見の詳細な記載に始まり， 5例の死亡例
の解剖所見， Marburgウイノレスの分離，培養データ， Ugandaにおける種々の
サjレについての血清疫学的調査など， 34章， 230ページにわたる論文が掲載され
ている。
アフリカ原産のミドリサJレCercopithecusaethiopsといえば，日本では縁の
遠い動物と考える人もあろう。しかし，ポリオの生ワクチンはミドリサJレの腎細
胞で増殖させた弱毒ウイルス株であり， ミドリサjレは年々わが国にも輸入されて
解剖され，腎細胞が培養されているのである。アカゲ、ザノレ Macacamulattaに 
SV 40，あるいは時に Bウイノレスの潜伏感染の認められることはよく知られた事
実である。近年種々の実験にサノレが使用されるようになって来たが，サノレ由来の
既知または未知のウイルスに対して充分注意を払う必要がある。サノレを感染源、と
する未知のウイ Jレスによると思われる患者が発生した場合の研究の展開を知る上
に，本書は興味あるデータを提供している。(桑田 次男)
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